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地震と津波により、壊滅的な打撃を受けた大槌町

世
界
中
す
べ
て
の
独
立
国
は
自
分
の
国
は
自
ら
の
手
で
守

る
の
が
大
原
則
で
す
。そ
の
う
え
で
、
不
十
分
な
場
合
は
二

国
ま
た
は
複
数
国
で
同
盟
を
結
び
、
自
国
の
安
全
を
図
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
が
集
団
的
自
衛
権
で
、
国
連
憲
章
の
中
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
は
国
際
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て

ど
の
よ
う
に
平
和
と
安
全
を
守
り
続
け
て
い
こ
う
と
す
る

の
か
。こ
れ
が
今
回
の
平
和
・
安
保
法
制
の
根
本
で
す
。

本音で語り、考えよう。日本の平和と安全
1
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踏
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守
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1
9
6
0
年
に
日
本
を
二
分
す
る「
安
保（
ア
ン
ポ
）」論
争
が
巻
き
起
こ
り
、
当
時
の
社
会
党
浅
沼
委
員
長
は

「
日
米
安
保
は
共
同
防
衛
で
憲
法
違
反
」と
主
張
し
ま
し
た
。し
か
し
、
岸
内
閣
と
自
民
党
は
日
米
安
全
保
障
条
約

を
締
結
、
国
会
で
批
准
。日
本
は
米
国
に
基
地
を
提
供
し
米
軍
に
抑
止
力
を
委
ね
、
自
衛
隊
は
専
守
防
衛
に
徹
す

る
と
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。以
来
55
年
間
、
我
が
国
は
平
和
を
享
受
で
き
、
こ
の
方
針
は
正
し
か
っ
た
こ
と

を
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

中
国
の
軍
事
費
20
年
で
20
倍
、空
母
を
持
ち
、尖
閣
の
領
有
を
主
張
、

北
朝
鮮
は
核
と
ミ
サ
イ
ル
を
所
有
し
、日
本
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る

　

米
ソ
冷
戦
体
制
が
崩
壊
し
て
25
年
。当
時
の
明
る
い
展
望
は
消
え
、
世
界
中
い
た
る
と
こ
ろ
で
宗
教
・
民
族
・
資

源
な
ど
を
め
ぐ
る
紛
争
・
武
力
衝
突
が
続
発
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
の
国
境
を
越
え
た
過
激
派
の
軍

事
活
動
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
への
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
介
入
等
、力
に
よ
る
支
配
が
世
界
中
で
続
出
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
毎
年
二
桁
の
伸
び
で
軍
事
費
を
増
強
し
、
米
国
に
次
い
で
世
界
第
二
位（
2
1
6
0
億
ド
ル
）と
な
り
世

界
第
九
位
の
日
本（
4
5
8
億
ド
ル
）を
引
き
離
し
、海
洋
に
、宇
宙
に
、サ
イ
バ
ー
空
間
に
軍
事
的
圧
力
を
加
え
て

い
ま
す
。さ
ら
に
1
9
7
0
年
代
に
入
っ
て
、
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
に
海
底
資
源
が
豊
富
な
こ

と
が
わ
か
る
と
、急
に
領
有
権
を
主
張
し
、近
年
、力
に
よ
る
領
海
侵
犯
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
北
朝
鮮
は
国
民
が
飢
餓
状
態
で
も
軍
拡
を
す
す
め
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
を
所
有
し
、
北
朝
鮮
の
指
導
者
は
た

び
た
び「
ソ
ウ
ル
を
火
の
海
に
」「
東
京
に
鉄
槌
を
下
す
」な
ど
不
気
味
な
発
言
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
の
変
化
の
中
、状
況
に
合
わ
せ
て
国
を
守
る
た
め
、安
保
法
制
を
整
備
す
る

こ
と
は
責
任
政
党
に
と
って
の
当
然
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
専
守
防
衛
を
基
本
に
、米
国
等
と
の
連
携
を
深
め
、

同
時
に
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
等
を
充
実
、こ
れ
が
平
和
・
安
全
保
障
法
案
で
す

　

憲
法
9
条
に
よ
り
日
本
は
専
守
防
衛
で
す
。他
国
の
領
土
・
領
海
・
領
空
で
、
米
国
と
共
同
作
戦
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
近
海
や
公
海
上
で
お
互
い
に
助
け
合
う
の
は
同
盟
の
基
本
で
す
。

　

公
海
で
自
衛
隊
と
共
同
で
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
米
軍
艦
船
が
攻
撃
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
、
現
行
法
で
は
自
衛

隊
は
助
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。「
私
の
こ
と
は
助
け
て
く
だ
さ
い
。し
か
し
、
貴
方
の
事
は
助
け
ま
せ
ん
」で
は

同
盟
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

米
国
等
、我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
国
への
武
力
攻
撃
の
恐
れ
が
発
生
し
、こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が

脅
か
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合
、
最
小
限
の
実
力
を
行
使
し
て
防
衛
行
動
を
と
る
こ
と
及
び
後
方
支
援
が

で
き
る
法
制
整
備
。

　

日
本
は
国
連
決
議
に
基
づ
い
て
派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ（
ピ
ー
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
）を
世
界
各

国
で
実
施
し
、平
和
貢
献
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
主
と
し
て
道
路
、橋
梁
、水
道
、学
校
な
ど
を

つ
く
る
民
生
支
援
の
活
動
で
す
が
、
時
に
は
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。隣
で
他
国
部
隊
が
攻
撃
さ
れ
た

時
、お
互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う
に
法
を
改
正
し
ま
す
。

「憲法守って国滅ぶ」
民主党推薦の憲法学者・小林節氏
　小林氏は著書中で「憲法解釈の
変更で国を守れ」と主張しています。
　同時に憲法９条の限界があると主
張しています。それは「他国を侵略す
ることは憲法違反だ。絶対に出来な
い」と述べており、卓見です。
　「他国を侵略せず、我が国を侵略
させず」これが日本の国是です。

憲法解釈の変遷
国の安全を守る責任を持
つ国会と内閣が、時代に
合わせて、憲法解釈を変
更させてきた一覧です。

 １９５４年自衛隊の創設

吉田茂総理は憲法制定当時「一
切の軍備は持てない」との政府
見解を、自衛隊創設に合わせて
「自衛のための最小限の軍備は
持てる」と１８０度変更。

 １９６０年日米安全保障条約締結

共同防衛（集団的自衛権）は違
憲と当時の浅沼稲次郎・社会
党委員長

 １９９２年ＰＫＯ法案成立

自衛隊の海外派遣は違憲との
主張があるなか、国連決議に基
づく PKO 活動なら自衛隊海外
へ派遣することを可能と国会で
決める。

 １９９５年社会党村山富市総理

社会党が違憲であると主張して
いた自衛隊及び日米安全保障
条約を合憲と解釈を変更。
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尖
閣
諸
島
が
日
本
領
土
で
あ
る
こ
と
を
示
す

中
華
人
民
共
和
国・人
民
解
放
軍
発
行
の
地
図

（
首
相
官
邸
に
て
安
倍
総
理
へ
提
出
）

衆
議
院
憲
法
審
査
会
で
各
国
の
憲
法
の
特
色
を
論
じ
る

土
屋
正
忠
代
議
士

が語る


